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第一部【企業情報】
 

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第２期

第３四半期連結
累計期間

第３期
第３四半期連結
累計期間

第２期

会計期間
自平成22年４月１日
至平成22年12月31日

自平成23年４月１日
至平成23年12月31日

自平成22年４月１日
至平成23年３月31日

売上高（百万円） 79,938 113,116 110,504

経常利益（百万円） 7,777 8,053 10,508

四半期（当期）純利益（百万円） 4,527 4,438 6,144

四半期包括利益又は包括利益（百万円） 4,223 5,136 5,886

純資産額（百万円） 32,647 37,852 34,341

総資産額（百万円） 55,876 59,900 59,143

１株当たり四半期（当期）純利益金額（円） 140.38 137.27 190.46

潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純
利益金額（円）

－ － －

自己資本比率（％） 58.4 63.1 58.0

 

回次
第２期

第３四半期連結
会計期間

第３期
第３四半期連結
会計期間

会計期間
自平成22年10月１日
至平成22年12月31日

自平成23年10月１日
至平成23年12月31日

１株当たり四半期純利益金額（円） 41.07 29.36

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載しており

ません。

２．売上高には消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、希薄化効果を有している潜在株式が存在しない

ため記載しておりません。

４．第２期第３四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」（企業会

計基準第25号　平成22年６月30日）を適用し、遡及処理しております。

 

２【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な変更

はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業

等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

(1）業績の状況

当第３四半期連結累計期間（平成23年４月１日～平成23年12月31日）におけるわが国経済は、東日本大震災の被害、欧

州債務危機問題、歴史的高水準にある円高の定着などにより、厳しい状況が続きました。

このような経済状況のもと、当社グループの当第３四半期連結累計期間の売上高は113,116百万円（前年同四半期比

33,177百万円増、41.5％増）、営業利益は8,321百万円（前年同四半期比451百万円増、5.7％増）、経常利益は8,053百万円

（前年同四半期比275百万円増、3.5％増）、四半期純利益は4,438百万円（前年同四半期比88百万円減、2.0％減）となりま

した。

 

セグメントの業績は次のとおりであります。

①貴金属リサイクル事業

貴金属リサイクル事業領域においては、新規顧客獲得や海外事業展開に努めたことにより、金、銀、プラチナ、パラジウム

の回収量は、前年同期実績を上回りましたが、インジウムの回収量は、前年同期実績を下回りました。また、金、銀、パラジウ

ム、インジウムの平均販売単価は、前年同期実績を上回りましたが、プラチナの平均販売単価は、前年同期実績を下回りま

した。

この結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は102,398百万円、営業利益は7,013百万円となりました。

 

②環境保全事業

環境保全事業領域においては、国内生産活動低迷の影響を受けながらも、廃油、廃液、医療系廃棄物などの取扱量は、デジ

タル化による減少傾向が続く写真廃液を除き、前年同期実績を上回りました。

この結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は10,717百万円、営業利益は1,308百万円となりました。

 

(2）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(3）研究開発活動

当第３四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、266百万円であります。

なお、当第３四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 129,000,000

計 129,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現在
発行数（株）
（平成23年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成24年２月13日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 36,254,344 36,254,344
東京証券取引所
市場第一部

単元株式数
100株

計 36,254,344 36,254,344 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

　　　　　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金増
減額
（百万円）

資本準備金残
高（百万円）

平成23年10月１日～
平成23年12月31日

－ 36,254,344 － 4,480 － 6,054

 

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載する

ことができないことから、直前の基準日（平成23年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしております。

①【発行済株式】

   平成23年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 3,517,500 － －

完全議決権株式（その他）
普通株式32,651,500
　

326,515 －

単元未満株式 普通株式　　85,344 － －

発行済株式総数 36,254,344 － －

総株主の議決権 － 326,515 －

 

②【自己株式等】

   平成23年12月31日現在

所有者の氏名又は
名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

アサヒホールディ
ングス㈱

神戸市中央区加納
町四丁目４番17号

3,517,500 － 3,517,500 9.70

計 － 3,517,500 － 3,517,500 9.70

　（注）　当社は「従業員持株会連携型ESOP」の導入に伴い、平成22年２月16日付で自己株式の一部を㈱三井住友銀行（アサヒ従

業員持株会信託口）に譲渡しておりますが、上記自己名義所有株式数には当該株式を含めておりません。

 

２【役員の状況】

　　　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第64

号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成23年10月１日から平成23年12

月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表に

ついて、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成23年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,321 2,820

受取手形及び売掛金 4,754 5,717

商品及び製品 5,914 4,062

仕掛品 12,509 14,121

原材料及び貯蔵品 530 424

その他 3,312 3,488

貸倒引当金 △10 △11

流動資産合計 29,332 30,622

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 9,349 9,535

土地 12,563 12,722

その他（純額） 4,644 3,551

有形固定資産合計 26,557 25,809

無形固定資産

のれん 2,036 2,049

その他 519 519

無形固定資産合計 2,556 2,568

投資その他の資産 ※
 697

※
 899

固定資産合計 29,811 29,277

資産合計 59,143 59,900
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成23年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 3,405 3,806

短期借入金 9,448 8,848

1年内返済予定の長期借入金 1,000 1,000

未払法人税等 2,512 1,799

賞与引当金 741 389

役員賞与引当金 28 23

修繕引当金 100 56

災害損失引当金 59 14

その他 3,180 2,588

流動負債合計 20,475 18,526

固定負債

長期借入金 2,500 1,750

退職給付引当金 205 62

その他 1,620 1,708

固定負債合計 4,325 3,520

負債合計 24,801 22,047

純資産の部

株主資本

資本金 4,480 4,480

資本剰余金 6,074 6,085

利益剰余金 29,976 32,637

自己株式 △5,795 △5,683

株主資本合計 34,736 37,520

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 33 18

繰延ヘッジ損益 △374 382

為替換算調整勘定 △81 △125

その他の包括利益累計額合計 △422 275

新株予約権 28 57

純資産合計 34,341 37,852

負債純資産合計 59,143 59,900
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年12月31日)

売上高 79,938 113,116

売上原価 68,668 101,169

売上総利益 11,269 11,947

販売費及び一般管理費 3,399 3,625

営業利益 7,870 8,321

営業外収益

受取利息 16 13

受取配当金 0 2

その他 34 31

営業外収益合計 51 47

営業外費用

支払利息 27 30

為替差損 105 272

その他 10 12

営業外費用合計 143 315

経常利益 7,777 8,053

特別利益

固定資産売却益 14 1

退職給付制度終了益 － 159

特別利益合計 14 160

特別損失

固定資産除却損 16 56

固定資産売却損 8 0

減損損失 － 171

投資有価証券評価損 － 36

特別損失合計 25 264

税金等調整前四半期純利益 7,766 7,949

法人税、住民税及び事業税 1,542 3,226

法人税等調整額 1,696 283

法人税等合計 3,239 3,510

少数株主損益調整前四半期純利益 4,527 4,438

四半期純利益 4,527 4,438
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【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 4,527 4,438

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 5 △14

繰延ヘッジ損益 △269 756

為替換算調整勘定 △33 △36

持分法適用会社に対する持分相当額 △5 △8

その他の包括利益合計 △304 697

四半期包括利益 4,223 5,136

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 4,223 5,136

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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【追加情報】

当第３四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年12月31日）

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用）

第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤謬の

訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号　平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計

基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４日）を適用しております。

 

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

※　資産の金額から直接控除している貸倒引当金の額

 
前連結会計年度

（平成23年３月31日）
当第３四半期連結会計期間
（平成23年12月31日）

投資その他の資産 113百万円 114百万円

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期連結累計

期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
　至　平成22年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
　至　平成23年12月31日）

減価償却費 1,477百万円 1,715百万円

のれんの償却額 201 227
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自平成22年４月１日　至平成22年12月31日）

１．配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年５月13日
取締役会

普通株式 805 25.00平成22年３月31日平成22年５月28日利益剰余金

平成22年10月28日
取締役会

普通株式 806 25.00平成22年9月30日平成22年11月30日利益剰余金

（注）平成22年５月13日取締役会決議の配当金の総額には、従業員持株会信託口に対する配当金12百万円を含めておりませ

ん。また、平成22年10月28日取締役会決議の配当金の総額には、従業員持株会信託口に対する配当金11百万円を含めてお

りません。これは従業員持株会信託口が所有する連結財務諸表提出会社株式を自己株式として認識しているためであり

ます。

 

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間末後と

なるもの

該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自平成23年４月１日　至平成23年12月31日）

１．配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年５月13日
取締役会

普通株式 807 25.00平成23年３月31日平成23年５月30日利益剰余金

平成23年10月31日
取締役会

普通株式 970 30.00平成23年９月30日平成23年11月30日利益剰余金

（注）平成23年５月13日取締役会決議の配当金の総額には、従業員持株会信託口に対する配当金10百万円を含めておりませ

ん。また、平成23年10月31日取締役会決議の配当金の総額には、従業員持株会信託口に対する配当金11百万円を含めてお

りません。これは従業員持株会信託口が所有する連結財務諸表提出会社株式を自己株式として認識しているためであり

ます。

 

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間末後と

なるもの

該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自平成22年４月１日　至平成22年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

 
貴金属リサイ
クル事業

環境保全事業 合計

売上高    

外部顧客への売上高 69,523 10,415 79,938

セグメント間の内部売上高又は
振替高

－ － －

計 69,523 10,415 79,938

セグメント利益 6,539 1,330 7,870

（注）セグメント利益の合計額は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自平成23年４月１日　至平成23年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

 
貴金属リサイ
クル事業

環境保全事業 合計

売上高    

外部顧客への売上高 102,398 10,717 113,116

セグメント間の内部売上高又は
振替高

－ － －

計 102,398 10,717 113,116

セグメント利益 7,013 1,308 8,321

（注）セグメント利益の合計額は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

貴金属リサイクル事業セグメントにおいて、設備の一部について廃棄を決定したことにより減損損失171百

万円を計上しております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額 140円38銭 137円27銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（百万円） 4,527 4,438

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（百万円） 4,527 4,438

普通株式の期中平均株式数（千株） 32,249 32,337

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前連結会計年度末から重要な変動があったも

のの概要

平成22年ストック・オプション

（普通株式　202,000株）

なお、概要は「第４提出会社の

状況、１株式等の状況、(2）新株

予約権等の状況」に記載のとお

りであります。

－

 
 

　（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため記載して

おりません。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。
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２【その他】

（剰余金の配当）

　平成23年10月31日開催の取締役会において、平成23年９月30日を基準日として、剰余金の配当（中間）を行うことを次の

とおり決議いたしました。

① 配当金の総額 970百万円

② １株当たり配当額 １株当たり30円

③ 効力発生日 平成23年11月30日
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
 

　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

 

平成24年２月13日

アサヒホールディングス株式会社

取締役会　御中

 

新日本有限責任監査法人

 

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 千葉　彰　　　印

 

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 竹野　俊成　　印

 

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 垂井　健　　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているアサヒホールディン

グス株式会社の平成23年４月１日から平成24年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成23年10月１

日から平成23年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年12月31日まで）に係る四半

期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四

半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財務

諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を作成

し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四

半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分

析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる

監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、アサヒホールディングス株式会社及び連結子会社の平成23年12月31日現

在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が

すべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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